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令和３年度 

第１回八戸市中央卸売市場運営協議会 会議録 

 

日  時  令和 3年 10 月 26 日(火) 10 時 00 分 ～ 10 時 45 分 

場  所  八戸市中央卸売市場 管理棟２階 大会議室 

出席委員  田中会長、横町副会長、犹守委員、小山委員、松橋菊代委員、大沼委員、古川委員、 

佐々木委員、畠山委員、松橋剛志委員、平委員、阿部委員 

欠席委員  寺澤委員、馬場委員 

事 務 局  大平副市長、上村農林水産部長、松橋農林水産部次長兼農政課長、野沢市場長、 

根岸市場次長、前田主幹、田端主幹、曽我主査、赤坂主事 

傍 聴 人  なし 

次  第  １ 開 会 

      ２ 市長挨拶 

      ３ 諮 問 

      ４ 会長挨拶 

      ５ 案 件 

         (１) 第２次八戸市中央卸売市場経営展望(案)の策定について 

         (２) 令和３年(１月～９月)取扱高の実績について 

      ６ その他 

      ７ 閉 会 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

 次第１ 開会  

○司 会： 皆様、おはようございます。定刻となりましたので、ただ今から、令和３年度第１回 

八戸市中央卸売市場運営協議会を開会いたします。 

本日の司会を務めさせていただきます中央卸売市場運営協議会の事務局です。どうぞ 

よろしくお願いいたします。 

     はじめに、本日の出席状況について御報告申し上げます。本日は、委員２名の都合が 

つかず欠席となってございますが、運営協議会委員 14名のうち 12名の委員の皆様に御 

出席をいただいておりますので、運営協議会規則第４条第２項の規定により、会議が成 

立することを御報告申し上げます。 

      続いて、お配りしております資料についてお知らせいたします。委員の皆様のお手元 

には、会議に先立ち、差し替えとなる資料を配布させていただきました。本日の会議に 

おいては、差し替えの資料をお目通しくださいますようお願い申し上げます。 

 

 次第２ 市長挨拶  

○司 会： それでは、開会に当たり、市長より御挨拶を申し上げます。よろしくお願いいたしま 

す。 
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○副市長： 副市長でございます。一言御挨拶を申し上げます。 

本日、大変お忙しい中、御出席を賜り、誠にありがとうございます。また、委員の皆 

様には日頃から当市場の運営について、格別の御支援と御協力をいただいており、この 

場をお借りし厚く御礼を申し上げます。 

さて、全国の卸売市場を取り巻く環境は、人口減少に伴う食料消費量の変化や消費者 

ニーズの多様化、生産者の高齢化に伴う生産量の減少や産地直販の事業拡大に加え、量 

販店による産地との直接取引の増加など流通形態が多様化しており、大変厳しい状況と 

なっております。 

このような中、当市場では青果部卸売場内に年間を通して適切な温度管理が可能とな 

る低温売場を設置し、より一層、食の安全・安心に対する品質管理の向上に努めており 

ます。昨年６月に施行された卸売市場法の改正法の趣旨に鑑み、生産・流通・消費の高 

い公共性を有する拠点市場としての役割や機能を発揮するため、関係者の皆様と協議を 

重ねながら、市場が公正な取引の場として重要な役割を果たしていけるよう、取り組ん 

でいるところであります。 

今後とも北東北の拠点市場として、安全・安心な生鮮食料品の安定供給に努めますと 

ともに、更なる市場の活性化と機能強化に取り組んでまいりますので、委員の皆様にお 

かれましては、多年にわたり培われました豊富な知識と経験により、当市場の活性化は 

もとより、広く市勢の発展につきましてもお力添えを賜りますようお願いを申し上げ、 

挨拶といたします。 

令和３年 10月 26日、八戸市長 小林 眞。代読でございました。本日は、よろしくお 

願いをいたします。 

○司 会： ありがとうございました。 

 

 次第３ 諮問  

○司 会： 続きまして、次第３の「諮問」に移ります。 

      本日の案件になってございます「第２次八戸市中央卸売市場経営展望(案)の策定につ 

     いて」は、市長より協議会に対し諮問を行った後、案件の審議に移りたいと存じます。 

      ではここで、会場のセッティングがございますので、皆様、そのままお席にお着きに 

なり、お待ちくださいませ。 

〔 会場セッティング中 〕 

○司 会： 会場のセッティングが整ったようでございますので、それでは諮問をよろしくお願い 

いたします。 

○副市長： 諮問。「第２次八戸市中央卸売市場経営展望の策定」について、貴協議会の意見を求 

めます。令和３年 10月 26 日、八戸市長 小林 眞。よろしくお願いいたします。 

○会 長： 謹んでお受けいたします。当協議会で審議の上、答申させていただきます。 

○司 会： ありがとうございました。副市長は席へお戻りください。 

      ではここでまた、会場のセッティングがございますので、皆様、そのまま席にお着き 

になり、お待ちくださいませ。 

〔 会場セッティング中 〕 
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 次第４ 会長挨拶  

○司 会： 続きまして、当協議会会長より御挨拶を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○会 長： どうも皆様、おはようございます。 （一同、おはようございます。） 

     本日は、大変お忙しい中、令和３年度第１回となります八戸市中央卸売市場運営協議会 

     に御出席賜りまして、誠にありがとうございます。 

      さて、今般は次第にありますように、諮問案件として「第２次八戸市中央卸売市場経 

     営展望(案)の策定について」、報告案件といたしまして「令和３年（１月～９月）取扱 

     高の実績について」という２つの案件について審議をして参ります。 

      委員の皆様には、忌憚のない御意見等を賜りますとともに、議事のスムーズな進行に 

御協力いただきますようお願い申し上げ、簡単ではございますが、私からの挨拶とさせ 

ていただきます。本日は、よろしくお願いいたします。 

○司 会： ありがとうございました。 

      副市長は公務のため、ここで退席させていただきます。 

○副市長： それではよろしくお願いいたします。失礼します。 

 

 次第５ 案件(１)  

○司 会： それでは改めまして、案件１に移らせていただきます。会議の議長は、運営協議会規 

則第３条第３項の規定により、会長にお願いいたします。 

○会 長： はい。それではただ今、事務局よりありましたとおり、暫時これより私が議長を務め 

させていただきます。議事進行につきまして、御協力方お願いを申し上げます。 

      それでは、案件１「第２次八戸市中央卸売市場経営展望(案)の策定について」、事務 

局から説明をお願いします。 

○事務局： はい。よろしくお願いします。 

      皆様にお配りしていますこちら「中央卸売市場経営展望(案)」につきまして、説明に 

     入ります前に、すみません、訂正がありましたのでお伝えしておきます。 

〔 事務局が資料の訂正箇所について説明 〕 

○事務局： それでは、「第２次八戸市中央卸売市場経営展望について」御説明いたします。 

      最初に、こちらの経営展望を策定するに至った経緯ですが、国の第９次卸売市場整備 

     基本方針によって、卸売市場を１つの経営体として捉え、経営戦略的な視点から実行に 

     移す体制が必要であるとして、経営展望の策定を求めることが必要であることから、当 

     市場においては、平成 25年１月に第１次となります経営展望を策定いたしました。 

      そして、本来であれば、平成 29年度に見直しの時期でしたが、卸売市場法の大幅な 

改正がされるということがありまして、施行されるまでに策定するとされていました。 

そして、令和２年６月に施行されまして、今回、第２次経営展望を策定することとな 

りました。また、総務省では、各公営企業に対し、中長期的な経営の基本設計でありま 

す経営戦略の策定を求めているということもありまして、経営展望の後半の方に経営戦 

略を盛り込んでおります。 

      それでは、お手元の資料、経営展望の最初の目次をご覧ください。この計画書は、第 
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     ２次経営展望を策定する理由を説明した「はじめに」を１ページから２ページに記載し 

ておりまして、以降、第１部は卸売市場をめぐる外部環境の変化として、卸売市場法の 

改正や食の変化、市場経由率等について触れており、第２部は八戸市中央卸売市場の現 

状として、市場の概要や予算構造、取扱高について述べております。そして、第３部は 

前回策定しました経営展望に掲載していました目標が設定されていましたが、それにつ 

いての評価について述べております。第４部ですけれども、こちらは基本戦略として、 

スロット分析を行い、当市場は今後どういうことを行っていくのかについて述べており 

ます。そして、最後に経営戦略をまとめております。 

〔 事務局が資料に基づき「第２次八戸市中央卸売市場経営展望(案)の概要」について説明 〕 

○会 長： ただ今、お手元の「第２次八戸市中央卸売市場経営展望(案)」につきまして、事務局 

から説明がございました。このことにつきまして、御意見・御質問等ございましたら挙 

手の上、お願い申し上げます。 

○事務局： すみません。もし今、意見・質問等がない場合は後でも構いませんので、何かある場 

     合は 11月 30 日まで受け付けていますので、管理事務所まで御連絡をいただければと思 

います。よろしくお願いします。 

○会 長： はい。ということでございますので、御意見、その他ございましたら、管理事務所に 

     御意見・御質問等々お寄せいただければと思います。 

      それでは、案件１につきましてはこれで終了とさせていただきます。 

引き続き、事務局におかれましては案の精査をしていただければと思いますので、よ 

ろしくお願いをいたします。 

 

 次第５ 案件(２)  

○会 長： 続きまして、案件２でございます。「令和３年（１月～９月）取扱高の実績について」 

     事務局から説明をお願いします。 

○事務局： はい。よろしくお願いいたします。 

      それでは、令和３年１月から９月までの当市場の取扱高実績について御報告させてい 

ただきます。それでは、会議資料２をご覧ください。こちらは本日、皆様の机に用意さ 

     せていただいた資料になります。１ページ目が青果部の実績、２ページ目が花き部の実 

績となります。 

〔 事務局が資料に基づき「令和３年（１月～９月）取扱高の実績」について説明 〕 

○会 長： ただ今、令和３年（１月～９月）の取扱高の実績についての報告がなされました。 

このことにつきまして、何か御意見・御質問等ございましたら、お願い申し上げます。 

〔 思案中 〕 

○会 長： よろしいでしょうか。それでは、案件２につきましては以上とさせていただきます。 
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 次第６ その他  

○会 長： 本日予定しておりました案件は以上でございますが、その他案件として、委員の皆様 

     から何かございましたら、挙手の上、お願いをいたします。 

○委 員： すみません。市場の関係の定例的な問題とか、特産物等もコロナの影響に大きく左右 

     されるのでしょうか。 

○市場長： はい。ただ今、実績の方を見ていただいたと思うのですけれども、昨年度については 

     青果は、業績的には一作年度に比べればだいぶ良かったという部分もございました。 

     ただし、仲卸さんとか、買参の方、買出人の一部の方の経営状況については把握してい 

ない部分もございますが、影響があった業者さんもおられるのかなと思っております。 

花については、昨年度業績が悪かったということで、どうしてもコロナの影響で各種イ 

ベントが中止になっていたという状況でございましたので、需要が少なくなり、大きな 

影響を被ったのかなと思っております。ただし、今年度については、取扱高の部分で若 

干回復してきているとみております。詳しい部分については、各卸業者さんの方からお 

話を伺った方がいいのかなと思います。いかがでしょうか、社長の皆さん。 

○副会長： はい。昨年度の青果は、一昨年度に比べるとそれほどは落ち込みがないと言いますか、 

     昨年度はコロナバブルという形になりまして、巣籠り需要もありましたし好調だったと 

     いうのが昨年度の実績になります。業績もだいぶ戻ってきた印象です。今年度の実績は 

昨年度の１割減程度の実績だと思います。ただ、いずれにしてもコロナの影響はありま 

して、今年度はと言いますか、コロナが流行ってからずっとですけれども、外食や宴会 

の場面が少ないので影響はあります。どうしても外食や宴会の需要というものには、必 

要以上に用意される部分もありますから。そういったことから厳しい状況は続いている 

と思います。また、天候次第ですけれども、今は需要よりも供給が多すぎるという状況 

     が続いています。 

○委 員： 消費者の問題もあるかとは思いますけれども、親しくさせていただいているお花屋さ 

んに行きますと、盛花とか喪主さんにいらないとか言われて返されるとか、受け取らな 

いとか、そういうお話を聞くこともあります。 

○副会長： そうですね。お花の需要に関しましては、花きの社長の方からお話いただければと。 

葬儀の縮小の影響が大きいということだそうですが。 

○委 員： はい。よろしくお願いします。 

      花の需要と申しますか、卸業者側の状況についてですけれども、比較するのであれば、 

     直近で言いますと、一昨年を核とするならば、昨年は２月１日以降、コロナの影響が非 

常に大きく影響しまして、特にブライダル、０とは言いませんが０に近い状態で終わり 

ました。その後がどうなったのかと申しますと、コロナの影響、何が影響するのかと申 

     しますと、参列していただいた方の人数が多すぎると、言い方は悪いのかもしれません 

が、コロナにかかるのではないかということで、葬儀屋さんの方も人数を制限するとい 

ことになった。以下は、希少な御意見かもしれませんが家族葬が多くなりましたと。昨 

年度はこういった流れで葬儀の需要減りを危惧しました。そういった影響を受けながら、 

需要が落ち込んだり、コスト高、最近の燃料費の高騰及び資材の値上げ等で、１本あた 

りの最低本数の単価に対して割高になった。生産者はかなり厳しい。一方、今年は年明 

     け以降、いくらかは回復の兆しがみられる中、家族葬の葬儀が継続すると思われます。 
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     年末に向かっては、ものり以外の需要が回復傾向ではないことは事実でございます。消 

     費者の方には、食べ物の方は当然ですけれども、ぜひともお花の方も買っていただきた 

     いなと思っております。以上で説明を終わります。 

○会 長： ありがとうございました。その他、何か御意見・御質問等ございませんでしょうか。 

〔 思案中 〕 

○会 長： よろしいでしょうか。それでは、本日の案件について全て終了とさせていただきます。 

     私の議事進行につきましては、ここで終了とさせていただきますので、事務局に進行を 

     お返しをいたします。本日は誠にありがとうございました。 

 

 次第７ 閉会  

○司 会： 会長、議事進行、大変お疲れさまでございました。 

これをもちまして、令和３年度第１回八戸市中央卸売市場運営協議会を閉会いたしま 

す。皆様、本日は大変お疲れさまでございました。 

〔 一同、解散 〕 

 

 

 

 

 

以上、議事の経過及びその結果を明確にするため、議事録署名人は次に記名をする。 

 

 

令和  年  月  日 

 

   八戸市中央卸売市場運営協議会 会長                    

 

 

 


